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奉献生活に召された人々のために祈る 

 

正月が近づいて、新型コロナウイルスの感

染拡大があるにも拘わらず、多くのベトナム

人の人々は様々な準備を行って、幸福に満ち

た新年を迎えることができるよう願っており

ます。さらに、カトリックの信者さんたちは心

をも清めるためにゆるしの秘跡を受ける人が

多かったようです。 

今年、ベトナムの教

会では、大きな事件

が起こりました。そ

れは、旧正月の直前

日（2022年 1月 29日）

に、ある若い司祭（ヨ

セフトラン・ゴック・

タン 41 歳）が人々にゆるしの秘跡を与えて

いる間に殺されてしまったという事件です。

彼はドミニコ修道会の司祭であり、3年前司祭

叙階の恵みを受けて、ベトナムにある少数民

族のところに派遣されて、貧しい人々のため

に働いていました。彼は熱心な宣教師であり、

いつもニコニコして、柔和な心を持ち、特に子

供たちを非常に愛しているということを言わ

れていたそうです。しかし、コントゥム教区

（Kon Tum）ダックモット小教区（Đăk Mót）サ

ロング小聖堂（Sa Loong）の中で、主イエスの

代表者として、最も重要な使命を果たすとき

に、すなわち人々の罪を赦しているときに殺

されて自分のいのちを主イエスのように捧げ

ました。 

ベトナムの中では、カトリック教会はあちこ

ちで迫害され、その宣教活動がなかなかまだ

困難のような気がします。次のようなみ言葉

が頭の中で浮かんできました。「一粒の麦は、

地に落ちて死ななければ、一粒のままである。

だが、死ねば、多くの実を結ぶ。」（ヨハネ１２：

２４）。すべての司祭や宣教師たちは人々のた

めに最後の息吹まで自分の命を捧げることが

できますようにお祈りしております。 

ところで、2月 2日、カトリック教会は「世界

奉献生活の日」を祝います。この日は、教会内

と世界全体にいるすべての奉献生活に召され

た修道者と修道女、そして多くの奉献された

一般信者の献身を認識する機会となるのです。

彼らは、観想的修道会、活動的修道会、そして

使徒職の機関に所属し、その生活の選択によ

って、イエスの救いの使命に全生涯を捧げ、イ

エスに従おうとするのです。 

2月の間、教皇フランシスコは『教皇による祈

りの世界ネットワーク』を通して、「修道者と

奉献生活に召された女性のために」祈るよう

呼びかけています。教皇は、「修道女と奉献さ

れた女性がいなければ、教会はどうなってし

まうのでしょうか」と問いかけます。また「私

たちは彼女たちなしに教会を理解することは

できません。」と。 

教皇は、特に貧しい人々や疎外された人々と

の活動において、これらの女性たちを支える

ために祈るよう促しています。さらに、教皇は、

彼女たちがカテキスタであれ、神学者であれ、

霊的指導者であれ、そのすべての活動におい

て神の愛と慈愛の美を現すことができるよう

祈ることも求めています。 

自分の召命を忠実に生きることによって、彼

女たちは、使徒的な働きにおいてだけでなく、

とりわけその奉献生活の証しを通して、神の

いつくしみを知らしめ続けるのです。従って、

今月、細江教会におられるシスターたちのた

めに特にお祈りしましょう。 

ディン 神父 
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洗礼を受けられた方の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年１２月２４日  

この日、受洗されたマリア松原香さん（中央） 

神父さまの指導のもと、主の降誕の夜半のミ

サの中で洗礼を受けられました。  

細江教会共同体の一人として、一緒に『神の愛』

を実践していきましょう。 

松原さんは中央地区に入ります。 

教会の皆さま、地区の皆さま、よろしくお願い

します。 

＊写真は作道神父さまの右隣が松原さん、弓長さん、

代母の林妙子さん、小さい姉妹会の皆さまと。 

 

 

 

 

 

カテキスタ養成研修を受講して       

  

２泊３日を８回、２年間のコースですが、私

たち第２期生６名は、コロナ禍のため、３年か

かりました。 

 私自身の信仰生活は、決してほめられたも

のではありません。暁の星幼稚園での土曜学

校（卒園児対象）では、シスター方が東京へ移

られた後、バトンタッチされて戸惑っていま

した。その様な折、この養成研修の機会をいた

だきました。キリスト教の要理を、司教様はじ

め神父様方に、直接教えていただく贅沢な時

間を与えられ、他の小教区の信徒の方々と、分

かち合いの時間をたっぷりとる研修をさせて

いただき、感謝でいっぱいです。 

私自身のお恵みにとどまらず、カトリック教

会や幼稚園に足を運んでくれる人たちに、イ

エス・キリストの体の一部として、また教会共

同体の一人として、神様のいつくしみと愛を

伝えられる人になりたいと思っています。 

信徒の皆さま、まだまだ未熟な私ですが、よろ

しくお願いいたします。 

テレサ 福永典子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖書 書き写し 祝別 ２/４（金）       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊金曜日のミサで聖書の書き写しの祝別が行

われました。本来ならば２月６日の日曜日に

の予定でしたが、日曜日からは非公開ミサで

したのでこの日に祝別されました。 
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教区代表者会議に参加して         
 

広島教区創立１００周年を間近に控えて、

第三回教区代表者会議が、去る２月２３日無

事終了しました。当初の予定は２０２０年で

したが、コロナ禍のため１年遅れで、第一会期

２０２１年１１月２３日、第二会期２０２２

年２月２３日、いずれもオンライン形式で行

われました。 

担当者の周

到な準備や司

会のおかげで、

はじめての経

験にもかかわ

らず、１５０人

近い代表者が

参加する会議

が実にスムー

スに進んだこ

とを、まず、感

謝しなければ

なりません。会

議は、今後１０年に向けて取り組むべき課題

として立てられた「福音宣教」、「平和」、「多文

化共生」、「協働」、「養成」という５つのテーマ

と、それに沿って設けられた５つの分科会、ま

た、全体会を中心に展開しました。それぞれの

テーマが、各教会現場でどのように扱われて

いるか、どのような課題を抱えているかが、あ

らかじめアンケートの形で提出され、テーマ

に合わせて１０の提言にまとめられました。

全体会、およびテーマごとの分科会で討議・修

正されたこれらの提言をもとに、今年のはじ

め、司教教書、『ともに歩むあたたかさのある

教会を目指そう』が作成され、第二回会期での

討議を経て、最終的な文書が４月に発表され

る予定です。 

どのテーマも、教区にとって、また、小教区

にとって喫緊のテーマであり、司祭、修道者、

信徒の立場を超えて、代表者としての忌憚の

ないご意見をうかがうことが出来たのは、貴

重な体験でしたが、これを小教区の皆さんに

お伝えし、今後、共通の問題としてどのよう

に取り組んでゆくかが大きな課題です。 

 たまたま、この時期は、２０２３年１０月開

催予定の「第１６回世界代表司教会議（シノド

ス）―ともに歩む教会のためー交わり、参加、

そして宣教」の準備期間と重なり、今回、フラ

ンシスコ教皇の発案により、全世界の教会か

ら信徒の生の意見を吸い上げるという形態が

はじめて導入され、そのための場が細江教会

にも与えられ、数人の方々と、テーマにそって

意見交換できたことも意義深いことでした。 

 コロナ禍にありながら、こうした会議がも

てたことに感謝し、今後のわたしたちの歩み

の上に、主の力強い導きをお祈りしたいと思

います。                    

作道 宗三 神父 

 

 

 

ベトナム青年の紹介             

 
神父様と皆さん、こんにちは！今さら自己

紹介するのは気恥ずかしいのですが私の名前

はフィーと申します。 

 

すでに、去年の四

月から細江教会の

仲間に入れていた

だいていて顔なじ

みの方もいらっし

ゃいますが、それ

までは山口教会に

通っていました。現

在梅光学園大学の学生

で、４月に二年生になる予定です（笑い）。僕

と目があったら声をかけてください。これか

らもよろしくお願いします。 

 

＊教会の主日のミサで侍者の奉仕をしてくださって

ています。ミサの後片付けも手伝ってくれて助かり

ます。 おとなしくて優しい青年です、お声をかけて

ください。 

♰ 帰天 （2022年 1月～２月）  

・1/28 マリア・クリスチーナ  

末永ヤス子さま 95歳 

・2/13 マリア  藤谷和賀子さま 93歳 

  （林妙子さんのお母さま 長府教会所属） 

 憩われていることでしょう。 

 お祈りください。 
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キッチンカーがやって来た～！       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

子どもとみんな食堂「ロクスひよりやま」と

キッチンカー「ロクス号」 

 １月の主日のミサで、皆さんの善意によっ

て仲間に加わった「ロクス号」をお披露目をし

ながら、ゆず茶などを飲んでもらいました。ベ

トナムの青年たちの中にも、何かできること

があれば呼んでほしいという青年もいてくれ

て、とても嬉しかったです。 

 ４月からは、「ロクス号」を使いたいという

思いのある方々に使ってもらえるように準備

しています。下関の三教会と下関労働教育セ

ンターが協力して「出向いていく教会」を実践

していくことができたらと思います。皆さん

の協力と応援をお願いいたします。また、月の

第四金曜日に行っている「ロクスひよりやま」

は青年たちがボランティアに来てくれ、キッ

チンカーの活動と深いところで繋がっている

時間です。ぜひお子さん、お孫さんたちが来て

くれるように送り出していただけますと、そ

れが大きな意味を持つことになります。あり

がとうございます。 

中井 淳 神父 

 

共同祈願                 

＊ウクライナ情勢の安定を願って祈ります。武

力によってもたらされる虐殺や破壊の苦しみから

人々を守り、勇気をもって対話による平和への道

を選択し、実現していくことができますように。 

＊ミヤンマーの平和を願って祈ります。人々の

いのちの尊厳が守られ、共通善が追求されるため

に、武力に頼るのでなく、互いの立場を理解し協力

し合う態度を持って、一日も早く社会の秩序を回

復していくことができますように。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

・ウクライナ国の平和を祈ります。 

今ここにあるいのちの危機を思うと心が痛み

ます。この侵攻が一日も早く終り、平和が実

現しますように・・・。 

・オミロン株のコロナウイルス、、、ステルス変

異株、、、何とか何とか・・・嫌になりますね

～。どうにもできないことが多くて、不満がい

っぱいですね。気を持ち直して。 

・ミサに参加することが不安と思われる方は、

平日も教会の聖堂は開いていますので、ご

聖体訪問も黙想もできます。 

センター２階の図書室には、教皇さまの講話

集等や新刊も置いていますのでご利用くださ

い。 

・細江教会では、特にコロナ禍で生活が困窮

している外国人留学生や就労者への物資等

の支援の用意があります。遠慮なく申し出て

ください。また、皆さまのご支援をお願いしま

す。 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

何でも相談受付中・・・細江教会のディン神

父、労働教育センター中井神父、教会総務

（近藤）までご連絡ください。 

  

♰ 帰天 2020年 1月 

・1/28 マリア・クリスチーナ 

末永ヤス子さま 95歳 

 神さまのもとで安らかに。 


